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令和２年 第４回定例会

令和２年 第４回定例会

一般会計補正予算の主なもの

　令和２年度大子町一般会計補正予算（第６号及び第７号）の主なものは別表のとおりです。

補正後の予算総額は、歳入歳出それぞれ 128 億 1646 万８千円となります。

　また、国民健康保険事業特別会計 99 万円の増額、介護保険特別会計 249 万５千円の増額の

補正がありました。

　水道事業会計については、収益的収支の予算額は４億 5686 万５千円、資本的支出の補正額は

2691 万円の増額で、補正後の予算額は３億 388 万円となります。

令和２年度一般会計補正予算

1億4765万7千円の増額

歳　　　　入 補　　正　　額

国庫支出金 △ 3432 万円

地方交付税 320 万 5 千円

町債 1億 8020 万円

歳　　　　出 補　　正　　額

議員研修事業費 △ 225 万 4 千円

奥久慈だいご観光やな解体事業費 2076 万 4 千円

（仮称）袋田防災センター建設事業費 3594 万 7 千円

大子町営研修センター改修事業費 1726 万 6 千円

旧黒沢小学校グラウンド整備工事請負費 1133 万円

PCR検査費用補助金 980 万円

農作物被害防護柵等設置費補助金 390 万円

観光物産館改修事業費 3998 万 2 千円

家庭学習専用通信機器整備事業費 95 万 7 千円

水郡線全線運転再開イベント事業費 320 万 5 千円
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令和２年 第４回定例会・令和２年第３回臨時会

第４回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 99 号
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関
する条例

原案可決

議案第 100 号 大子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 101 号 大子町火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 102 号 第６次大子町総合計画の基本構想及び基本計画の策定について 原案可決

議案第 103 号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第 104 号 令和２年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 105 号 令和２年度大子町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 106 号 令和２年度大子町水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 107 号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

令和２年 第３回臨時会
　令和２年第３回臨時会が 11 月 30 日に開催され、町長から提出された議案３件について原案どおり
可決されました。

第３回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 96 号 大子町長等の期末手当の臨時特例に関する条例 原案可決

議案第 97 号 大子町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第 98 号
令和２年度使用教師用指導書及び特別支援教育用指導用教材の取得に
ついて

原案可決
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委員会活動報告

　

総
務
経
済
委
員
会
は
令
和
２

年
４
月
か
ら
総
務
委
員
会
と
産

業
建
設
委
員
会
が
統
合
し
、「
総

務
経
済
委
員
会
」
と
し
て
発
足

い
た
し
ま
し
た
。
統
合
し
た
こ

と
に
よ
り
活
動
範
囲
も
広
く
な

り
様
々
な
視
察
調
査
活
動
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
委
員
会
活
動
と
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
経
済

支
援
体
制
に
つ
い

て
、
５
月
に
制
度

の
学
習
会
を
行

い
、
12
月
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
商
工

業
者
の
状
況
や
支

援
制
度
の
利
用

状
況
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た

袋
田
の
滝
の
観
瀑

台
や
吊
り
橋
の
改

修
状
況
、
新
庁
舎

建
設
に
伴
う
進
入

路
の
現
地
解
体
状

況
、
一
昨
年
の
水

害
で
機
能
を
失

っ
た
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
状
況
調

査
、
国
道
１
１
８
号
袋
田
バ
イ

パ
ス
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
等
の

審
査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
委
員
会

と
し
て
、
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
各
施
設
の
状
況
や
小

中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状

把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
委

員
会
活
動
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
前
例
に
と
ら
わ

れ
ず
柔
軟
に
対
応
し
町
民
の
期

待
に
添
え
る
委
員
会
活
動
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
文
教
厚
生
委
員
会

の
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け

大
子
町
内
の
各
小
中
学
校
へ
の

視
察
や
意
見
交
換
等
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
委
員
会
活

動
が
限
定
的
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
令
和
２
年
10
月
に
大
子
福

祉
作
業
所
の
視

察
（
移
転
後
の

施
設
状
況
の

調
査
と
し
て
）、

若
草
共
同
作
業

所
の
視
察
、
社

会
福
祉
協
議
会

及
び
福
祉
課
職

員
と
の
意
見
交

換
、
令
和
２
年

12
月
に
教
育
委

員
会
事
務
局
か

ら
の
小
中
学
校

及
び
幼
稚
園
の

状
況
報
告
、
意

見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

（定例会のほか、常任委員会や調査活動を実施しています）

議員のお仕事報告します！

新庁舎建設に伴う進入路の現地解体状況視察

移転した大子福祉作業所の視察
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町と議会とコロナ禍と

町と議会とコロナ禍と
　令和２年中に開催された議会（定例会及び臨時会）において、町執行部から新型コロナウイルス感

染症対策に関するさまざまな事業案が提出され、町議会は補正予算や条例の改正等についてすべて承

認しました。

　また、内閣総理大臣、衆参両院議長及び関連する大臣に対する意見書の提出や町への要望、研修費

用の削減申し入れなどの議会活動をおこなってきました。

　これまでに新型コロナウイルス感染症の対策を次のとおり実施しました。

○新型コロナウイルス感染症対策のために必要となった（補正）予算
　・総額　　23億 7982万 6千円

○歳入の内訳

○総事業数
　・88事業

○主な事業内容
　・特別定額給付金事業　　

　・子育て世代への臨時特別給付金事業　

　・ふるさと応援便事業　

　・中小企業者事業継続緊急支援金事業

　・ホテル旅館業・飲食店等事業継続応援支援金事業

　・小中学校感染症対策事業

　・新型コロナウイルス感染症対応医療・福祉施設関係従事者支援事業

　　ほか

※ 地方創生臨時交付金とは

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響をうけている地域経済や住民

生活を支援し、地域創生（各地域がそれぞれの特徴を活かして、魅力ある社会を作り出すこと）を図

るために、国から地方自治体へ支給されるお金のことです。

国庫支出金総額 22億1533万8千円
うち 地方創生臨時交付金 ※ 5億529万9千円

その他の補助金等 17億1003万9千円
県支出金 535万円
その他 1442万2千円
一般財源 1億4469万6千円
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町と議会とコロナ禍と

○新型コロナウイルス感染症対策に伴う条例改正
　５件　（専決処分含む）

○一般質問（新型コロナウイルス関連）
　・第１回定例会から第４回定例会までの質問者（延べ人数）　17人

　・質問事項　　29件

○意見書の提出
　「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政

の急激な悪化に対し地方財源の確保を求める意見書」

を次のとおり提出しました。

令和２年９月 11日可決

　・衆議院議長　　・厚生労働大臣　

　・参議院議長　　・経済産業大臣　　

　・内閣総理大臣　・内閣官房長官　　

　・財務大臣　　　・経済再生担当大臣　

　・総務大臣　　　・まち・ひと・しごと創生担当大臣

○議会開会時の主な感染防止対策
　・議員間の距離を確保するために４人掛けの席を３人で使用しました。

　・本会議の執行部の議場出席者は、三役（町長、副町長、教育長）及び総務課長と答弁予定者として、

答弁予定のない課長等は控室待機としました。

　・第２回定例会、第２回臨時会及び第３回定例会は傍聴者を先着 10人に限定して実施しました。

第３回臨時会からは、傍聴者を入れずにおこないました（報道関係者を除く。）。

○その他
　・令和２年５月１日付けで「新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書」を町長に提出しました。

　・「次亜塩素酸水（エヴァ水）」の配布について、町執行部、各区長理事及び各区長と連携して高齢

者世帯へお届けしました。

　・令和２年 10月 16日付けで「新型コロナウイルス感染症拡大予防策に関する申入書」を町長に

提出し、議会費のうちの議員視察研修予算を削減して感染症対策に活用してもらうための申し入

れをおこないました。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化

に対し地方税財源の確保を求める意見書

新型コロナウイルス感染症の拡大は，甚大な経済的・社会的影響をもたらしており，国民生活

への不安が続いている中で，地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。

地方自治体は，福祉・医療，教育・子育て，防災・減災，地方創生，地域経済活性化，雇用対

策など喫緊の財政需要への対応をはじめ，長期化する感染症対策にも迫られ，今後の地方財政

は，かつてない厳しい状況になることが予想される。

よって，国おいては，令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け，下記事項を確実に実

現されるよう，強く要望する。

記

１ 地方の安定的な財政運営に必要な地方税，地方交付税等の一般財源総額を確保・充実するこ

と。その際，臨時財政対策債が累積することのないよう，発行額の縮減に努めるとともに，償

還財源を確保すること。

２ 地方交付税については，引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう，総

額を確保すること。

３ 令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予測されることから，万全の減収補填措置を

講じるとともに，減収補填債の対象となる税目についても，地方消費税を含め弾力的に対応す

ること。

４ 税源の偏在性が小さく，税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに，国税・地方税

の政策税制については，積極的な整理合理化を図り，新設・拡充・継続に当たっては，有効

性・緊急性等を厳格に判断すること。

５ 特に，固定資産税は，市町村の極めて重要な基幹税であり，制度の根幹を揺るがす見直し

は，家屋・償却資産を含め，断じて行わないこと。また，新型コロナウイルス感染症緊急経済

対策として講じられた特例措置は，本来国庫補助金等により対応すべきものであり，今回限り

の措置として，期限の到来をもって確実に終了すること。

以上，地方自治法第９９条の規定により意見を提出する。

令和２年９月１１日

茨城県久慈郡大子町議会議長 齋藤 忠一

内閣総理大臣 菅 義偉 殿
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町と議会とコロナ禍と

【マスクの付け方を確認してみましょう】
　感染症の予防対策については、すでにお知らせ版や広報だいごでもお知らせし
ていますが、マスクの付け方について改めて議会だよりでも確認してみましょう！

【マスクを付ける際の注意点】
　せっかくマスクをしているのに役に立ってないことがあります。誰もがマスク
の正しい知識を身につけておけば安心して接することができますよね！

□ マスクをつける前には、しっかり手洗いをしましょう！

□ マスクの上下や裏表を確認しましょう！
・マスクの作り方はメーカー（製作会社）によって異なる
ので、上下や裏表は箱を見て確認してください。箱に記
載がない場合は、プリーツ（折りひだ）が下向きになる
ように装着してください。上向きになるとプリーツの上
にウイルスがたまりやすくなります。

□ 鼻の形に合わせてしっかり装着しましよう！
・不織布マスクには「ノーズワイヤー」と呼ばれる針金の
ようなものがあります。鼻や頬のカーブに合わせてワイ
ヤーを曲げてマスクを付けてください。

□ ゴムひもを耳にかけ、ノーズワイヤーを片手で押さえな
がら、あごまで伸ばしましょう！

・鼻からあごまでしっかりとカバーしてください。

□ 一度付けたマスクはむやみやたらに触らないようにしま
しょう！

□ マスクはゴムひも部分を持って取り外しましょう！
・空気中にウイルスがある場合は、マスクの外側に付着し
ている可能性があります。マスクの外側にはできるだけ
触れないようにしてください。

□ 外したマスクはビニール袋に入れ、口を閉じて捨てまし
ょう！

・ポケットやカバンに直接入れると、その部分にウイルス
が付着しますのでご注意ください。

厚生労働省のホームページで動画をみることができます。

正しいマスクの着用（動画）⇒



インターネットで映像配信中！
　町議会では、インターネットによる議会中継を配信しています。定例会及び臨時会の
すべてを生中継するとともに、閉会後は録画配信も行っています。スマートフォンでも
見ることができますので、大子町議会の様子を是非映像でご覧ください。
※一般質問者ページ下部にあるＱＲコードにより、質問者を検索することができます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょく状況、
将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事務事業の
改善や施策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和２年 第４回定例会

町政に
ここが聞きたい！これを言いたい！
9人の議員が一般質問！！

質　　問　　内　　容 ページ 質　　問　　者

今後の公共交通に対する考えは
観光やな事業に対する今後の対応は
大子まちなかビジョン推進協議会について

P.9 金澤　眞人　議員

スマートフォンでの広報戦略は P.10 大森　勝夫　議員

移住促進について現状と方向性は P.11 川井　正人　議員

コロナ感染症拡大防止の対策を
奥久慈サイクルツーリズムの継続的取組は

P.12 須藤　　明　議員

より具体的な感染対策方法の啓蒙を
公共交通実証実験について

P.13 福田　祥江　議員

庁舎跡地の利活用の考えは
町の観光資源を活かしたまちづくりを

P.14 藤田　　稔　議員

相談支援体制の今後の改善点は
役場職員に対する軽度認知症障害の対策は

P.15 野内　健一　議員

やな場解体、決断前に検討したことは
住民協働の地域づくりと区長報酬の改定は
民家に近づくイノシシ対策への補助は

P.16 菊池　靖一　議員

町職員へのハラスメント対策は P.17 菊池　富也　議員

一般質問目次



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
金
澤
】
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
を
実

証
実
験
中
だ
が
、
今
後
の
状
況

と
町
内
の
事
業
者
と
の
調
整
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
住
民
や

観
光
客
の
利
便
性
向
上
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
茨
城

日
産
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
協

力
の
も
と
実
証
実
験
を
実
施
中
。

町
内
の
交
通
事
業
者
に
Ａ
Ｉ
タ

ク
シ
ー
の
運
行
を
依
頼
し
て
い

る
、
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
事

業
者
と
協
議
を
し
て
い
く
。

【
金
澤
】
高
齢
化
と
人
口
減
少

の
中
で
地
域
の
公
共
交
通
を
根

本
的
に
変
え
て
い
く
考
え
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
実

証
実
験
の
結
果
を
受
け

て
、
公
共
交
通
全
体
を
見

直
す
よ
う
に
計
画
の
策
定

を
検
討
し
た
い
。

【
金
澤
】
奥
久
慈
大
子
観

光
や
な
は
一
昨
年
の
洪
水

に
よ
り
水
没
し
た
。
建
物

は
解
体
し
土
地
は
返
却
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
観

光
施
設
と
し
て
人
気
の
あ

る
や
な
に
対
す
る
今
後
の

対
応
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現
在

や
な
周
辺
は
久
慈
川
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
調
査
検
討
中
で
あ
り
、

そ
の
計
画
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
応
じ
て
計
画
し
て
い

く
。

【
金
澤
】
代
替
え
地
の
予
定
な

ど
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
堤
防
の
計
画
な
ど
設

計
中
で
あ
り
、
河
川
の
改
修
や

補
強
の
計
画
が
わ
か
っ
た
段
階

で
計
画
を
示
し
た
い
。

【
金
澤
】
ま
ち
な
か
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
が

立
ち
上
が
っ
て
い
る

が
、
概
要
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

防
災
・
減
災
を
軸
と
し

た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
協
議
団

体
で
あ
る
。

【
金
澤
】
役
場
跡
地
や

駅
前
、
町
内
の
整
備
、

河
川
や
橋
の
改
修
、
道

の
駅
の
改
修
工
事
な
ど

事
業
は
多
岐
に
わ
た
る

が
事
業
主
体
は
ど
こ
か

伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

町
が
事
務
局
を
担
う

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

内
容
に
よ
っ
て
事
業
主

体
が
定
ま
る
と
考
え

る
。
町
の
費
用
負
担
は

生
じ
な
い
予
定
だ
が
引
き
続
き

支
援
と
事
業
の
実
現
を
要
望
し

て
い
く
。

【
建
設
課
長
】
台
風
19
号
の
被

害
に
対
し
て
久
慈
川
緊
急
治
水

対
策
が
発
動
し
て
い
る
が
、
大

子
地
内
に
お
い
て
は
連
動
し
て

事
業
が
進
め
ら
れ
る
。

【
金
澤
】
道
の
駅
の
防
災
機
能

強
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
敷

地
面
積
が
狭
い
中
ど
の
よ
う
に

展
開
す
る
の
か
。

【
町
長
】
現
庁
舎
跡
を
第
２
駐

車
場
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
が

ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
の
協
議
や

町
民
の
意
見
を
聞
き
、
町
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
様
々

な
意
見
を
集
約
し
て
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
　

黒
沢
小
学
校
跡
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
に
つ
い
て
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今
後
の
公
共
交
通
に
対
す
る
考
え
は

実
証
実
験
を
経
て
見
直
し
を
検
討
す
る

金澤眞人 議員

解体が決定した観光やなの建物

答 問

一般質問

観
光
や
な
事
業

に
対
す
る
今
後

の
対
応
は

大
子
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協

議
会
に
つ
い
て



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
町
の
広
報
は
、
伝
え

た
い
世
代
や
地
域
を
明
確
に
分

類
し
、
的
確
な
情
報
を
配
信
す

る
こ
と
で
広
報
効
果
が
向
上
す

る
。
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ

に
省
略
）
の
使
用
率
は
高
ま
っ

て
お
り
、
す
で
に
町
民
向
け
の

広
報
サ
ー
ビ
ス
「
大
子
町
ア
プ

リ
」
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
町

外
向
け
の
ス
マ
ホ
活
用
だ
と
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
な
ど
だ

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
掲
示
型

な
の
で
、
情
報
を
求
め
る
人
以

外
は
閲
覧
す
る
確
率
が
低
く
、

積
極
性
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
、

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
配
信
型
の

広
報
を
強
化
で
き
な
い
か
。
ス

マ
ホ
は
若
い
世
代
の
利
用
率
が

高
い
の
で
、
若
年
層
向
け
の
観

光
情
報
や
移
住
情
報
な
ど
の
配

信
に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
町
の
考
え
を
問
う
。

【
町
長
】
総
務
省
の
デ
ー
タ
で
、

ス
マ
ホ
の
世
帯
保
有
割
合
は
約

８
割
に
達
し
て
い
る
。
情
報
の

即
時
性
や
拡
散
性
、
双
方
向
性

と
い
っ
た
特
性
が
あ
り
、
ス
マ

ホ
は
町
政
情
報
を
発
信
す
る
メ

イ
ン
ツ
ー
ル
に
な
る
も
の
と
考

え
る
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
を
利
用

し
て
い
な
い
方
へ
の
配
慮
も
必

要
で
あ
り
、
紙
媒
体
に
よ
る
情

報
発
信
の
維
持
や
、
ス
マ
ホ
講

座
の
開
催
な
ど
も
考
え
て
い

る
。

【
大
森
】
ス
マ
ホ
で
の
情
報
発

信
体
系
を
構
築
す
る
に
は
、
普

及
率
の
高
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

を
利
用
し
、
町
の
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
に
登
録
し
て
も
ら
う
手
法

が
現
実
的
と
考
え
る
。
た
き
丸

く
ん
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ス
タ
ン

プ
を
製
作
し
、
無
料
配
布
に
よ

り
登
録
者
を
増
や
せ
ば
、
ス
マ

ホ
に
よ
る
町
の
情
報
発
信
体
系

が
整
う
。
民
間
企
業
や
各
種
ブ

ラ
ン
ド
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
広

報
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
検
討

で
き
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
で
は
、

若
年
層
向
け
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が

ア
カ
ウ
ン
ト
を
所
持
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
活
用

も
視
野
に
入
れ
て
情
報
発
信
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

【
大
森
】
地
方
公
共
団
体
と
い

う
立
場
上
、
公
平
性
を
重
視
し

て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
町

内
の
情
報
収
集
も
あ
わ
せ
て
、

広
報
の
一
元
的
な
運
営
体
制
の

確
立
が
急
務
と
考
え
て
い
る
。

県
内
で
も
広
報
専
門
部
署
を
持

つ
自
治
体
が
増
加
し
て
お
り
、

広
報
を
民
間
委
託
し
た
成
功
事

例
も
国
内
で
み
か
け
る
。
町
民

の
収
益
に
つ
な
が
る
広
報
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
情
報
内
容

の
自
由
度
が
低
い
。
例
え
ば

「
お
ス
ス
メ
の
飲
食
店
」
と
い

っ
た
特
化
し
た
広
報
が
し
づ
ら

い
。
し
か
し
、
受
け
手
側
は
、

特
化
し
た
情
報
の
ほ
う
が
面
白

く
、
拡
散
さ
れ
や
す
い
。
そ
の

よ
う
な
対
応
策
と
し
て
、
発
信

内
容
の
編
集
を
外
部
委
託
し
、

管
理
者
を
自
治
体
と
別
に
し
て

は
ど
う
か
。
町
が
監
視
役
で
あ

れ
ば
制
約
も
減

り
、
民
間
型
の

自
由
度
の
高
い

情
報
発
信
が
で

き
る
。
こ
の
よ

う
な
ス
マ
ホ
で

の
情
報
発
信
は

専
門
性
が
高
い

分
野
で
あ
り
、

担
当
部
署
の
検

討
も
必
要
に
な

る
の
で
は
な
い

か
。
町
の
考
え

を
問
う
。

【
町
長
】
町
の

広
報
は
担
当

課
ご
と
に
行
わ

れ
、
一
貫
性
や

統
一
性
に
欠
け
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
広
報
戦
略
は

広
報
の
一
元
的
な
運
営
体
制
が
急
務

大森勝夫 議員

答 問

一般質問

可能性を高める広報手段を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
町
が
県
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
、
た
の
し
む

茨
城
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
促
進
事

業
の
現
在
の
進
行
状
況
と
そ
の

反
響
、
ま
た
、
町
が
把
握
し
て

い
る
移
住
者
数
、
相
談
件
数
、

移
住
者
・
相
談
者
の
年
代
と
そ

の
構
成
に
つ
い
て
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
第
１
回

の
テ
レ
ワ
ー
ク
ツ
ア
ー
を
11
月

12
日
、
13
日
に
１
泊
２
日
で
開

催
し
第
２
回
も
開
催
予
定
。
ツ

ア
ー
に
関
す
る
反
響
と
し
て
テ

レ
ビ
局
２
社
、
新
聞
社
３
社
、

問
い
合
わ
せ
が
数
件
。
10
月
末

る
等
の
方
策
を
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

【
農
林
課
長
】
農
業
後
継
者
不

足
と
耕
作
放
棄
地
対
策
は
大
子

町
と
し
て
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
担
い
手
対
策
と
し
て
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
中
で

新
規
就
農
者
に
営
農
指
導
及
び

助
成
金
を
交
付
し
て
お
り
、
ま

た
、
大
子
町
農
業
後
継
者
応
援

金
を
農
業
者
に
給
付
し
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
か

か
わ
ら
ず
就
農
希
望
が
あ
っ
た

場
合
、
各
種
補
助
事
業
を
有
効

に
活
用
し
農
業
後
継
者
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

時
点
で
移
住
者
８
名
５
世
帯
、

窓
口
相
談
24
件
で
そ
の
年
代
は

20
代
～
30
代
４
名
、
40
代
１

名
、
50
代
４
名
、
60
代
以
上
15

名
、
電
話
相
談
54
件
と
な
っ
て

い
る
。

【
川
井
】対
象
者
、移
住
形
態（
Ｕ

タ
ー
ン
・
孫
タ
ー
ン
）
ど
こ
に

注
目
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
移
住
対

象
者
は
若
い
世
代
、現
役
世
代
。

移
住
形
態
は
町
か
ら
一
度
離
れ

た
方
が
故
郷
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
を
念
頭
に
考
え
て
い
る
。

【
川
井
】
移
住
相
談
窓
口
（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）
の
開

設
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
専
門
窓

口
の
開
設
は
こ
の
先
必
要
性
が

出
る
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在

の
体
制
で
職
員
を
専
門
的
に
配

置
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
状

況
。
人
材
確
保
、
受
け
皿
と
な

る
団
体
等
の
確
保
が
課
題
。

【
川
井
】
移
住
促
進
関
連
の
現

在
の
補
助
制
度
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
大
子
町

わ
く
わ
く
茨
城
生
活
実
現
事
業

で
東
京
圏
か
ら
町
内
の
登
録
企

業
へ
就
職
し
移
住
し
た
場
合
で

単
身
者
60
万
円
。
夫
婦
な
ど
二

人
以
上
の
世
帯
の
場
合
１
０
０

万
円
の
支
援
金
の
交
付
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
て
移

住
さ
れ
た
方
を
対
象
に
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
金
事
業
と
し
て
、
18

歳
以
下
の
子
供

が
い
る
世
帯
が

新
築
す
る
場
合

最
大
２
０
０
万

円
の
子
育
て
世

帯
住
宅
建
設
助

成
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
る
。

【
川
井
】
10
年

後
の
農
業
耕
作

地
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
農

地
の
利
用
権
設
定
制
度
を
利
用

し
農
地
を
耕
作
者
に
集
積
し
て

い
る
が
、
現
在
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
耕
作
者
に
つ
い
て
も

10
年
後
に
は
必
ず
離
れ
ざ
る
を

得
な
い
方
も
出
て
く
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
10
年
後
の
耕
作

農
地
の
状
況
を
想
定
し
た
場

合
、
後
継
者
が
少
な
い
状
態
の

中
、
現
在
の
耕
作
者
が
減
少
す

る
こ
と
で
耕
作
農
地
も
減
少
し

て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
が
最
も

懸
念
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

【
川
井
】
大
子
町
の
農
業
後
継

者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
拡
大
の

解
決
策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
失
業
者
と
就
農
を
結
び
つ
け
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移
住
促
進
に
つ
い
て
現
状
と
方
向
性
は

テ
レ
ワ
ー
ク
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
く

川井正人 議員

答 問

一般質問

農地を守るために



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
10
月
８
日
に
奥
久
慈

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
道

の
駅
奥
久
慈
だ
い
ご
で
プ
レ
オ

ー
プ
ン
を
し
た
。
こ
の
地
域
に

潤
い
と
元
気
を
も
た
ら
す
た
め

に
は
、
情
報
発
信
と
そ
れ
に
伴

う
受
入
れ
体
制
の
整
備
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
町
の

考
え
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
奥
久
慈
里

山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
ル
ー
ト

及
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

認
知
度
向
上
を
図
る
た

め
、
有
名
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
出
演
い
た
だ
い
て
の
動

画
作
成
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

配
信
や
サ
イ
ク
ル
雑
誌
な

ど
の
活
用
を
し
、
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
須
藤
】
安
全
で
快
適
な

自
転
車
走
行
の
空
間
を
作

る
た
め
に
は
、
サ
イ
ン

表
示
と
案
内
誘
導
板
の
設

置
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ

る
。
整
備
計
画
に
つ
い
て

【
須
藤
】
第
３
波
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
っ
て
、
町
民
の
暮
ら
し
と
地

域
経
済
は
苦
し
い
立
場
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
今
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
対
策
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

【
町
長
】
夏
以
降
、
回
復
の
兆

し
が
感
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
伴
い
減
速
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

対
応
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

の
施
策
を
注
視
し
な
が
ら
必
要

に
応
じ
検
討
、
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
。

【
須
藤
】
当
町
に
お
い
て
も
３

人
の
感
染
確
認
（
12
月
８
日
現

在
）
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以

上
感
染
者
を
出
さ
な
い
た
め
、

町
民
の
命
を
守
る
た
め
町
独
自

の
取
組
み
も
急
務
で
あ
る
。
今

取
組
む
べ
き
対
策
は
何
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
一
番
重
要

と
さ
れ
る
こ
と
は
町
民
一
人
一

人
に
手
洗
い
の
励
行
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
定
期
的
な
換
気
、
３

密
を
避
け
る
な
ど
の
基
本
的
な

感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
う
つ
ら
な
い
、
う
つ
さ

な
い
こ
と
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

【
須
藤
】
感
染
症
対
策
を
ま
と

め
た
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
は
ど
う

か
。
肌
と
マ
ス
ク
の
隙
間
を
作

ら
な
い
マ
ス
ク
の
着
用
の
仕

方
、
手
の
洗
い
方
、
換
気
の
取

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
奥
久
慈
里

山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
ル
ー
ト
の
案

内
板
等
の
整
備
は
、
県
主
導
で

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
須
藤
】
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
に
は
町
道
も
使
用
す
る
。
な

ぜ
町
道
整
備
を
考
え
な
い
の

か
。

【
町
長
】
次
年
度
の
課
題
に
し

て
お
り
、
様
々
な
方
が
い
ら
し

た
と
き
、
そ
の
方
々
に
合
っ
た

コ
ー
ス
づ
く
り
を
提
案
出
来
る

よ
う
計
画
し
て
い
き
た
い
。

り
方
、
３
密
の
避
け
方
な
ど
細

か
い
部
分
の
感
染
防
止
策
の
チ

ラ
シ
を
作
っ
て
家
庭
や
会
社
、

人
の
集
ま
る
場
所
に
配
布
し
周

知
を
徹
底
し
て
は
ど
う
か
。
そ

の
こ
と
が
今
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
外
食
の
機
会

も
発
生
す
る
。
感
染
症
対
策
に

非
常
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
マ
ス
ク
会
食
の
呼
び
か

け
を
チ
ラ
シ
配
布
と
併
せ
て
で

き
な
い
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
チ
ラ
シ
と

し
て
挟
み
込
む
な
ど
し
て
さ
ら

に
目
立
つ
よ
う
な
周
知
な
ど
も

考
え
て
い
く
。
ま
た
、
事
業
所

な
ど
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
な
ど
に
も
し
っ
か
り

努
め
た
い
。
マ
ス
ク
会
食
に
つ

い
て
は
、
し
っ
か
り
注
意
喚
起

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

大子議会だより No.204　12

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
対
策
を

新
た
な
チ
ラ
シ
に
よ
り
周
知
を
図
る

須藤　明 議員

答 問

一般質問

観光客増が期待される奥久慈サイクルツーリズム

奥
久
慈
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
継

続
的
取
組
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
役
場
庁
舎
内
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
感
染
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】 

マ
ス
ク
の
着
用
、

出
入
口
へ
の
消
毒
液
の
設
置
、

定
期
的
な
換
気
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
消
毒
、
デ
ス
ク
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
の
設
置
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
ま
た
は
テ
レ
ワ
ー
ク
制

度
の
活
用
、
職
員
の
年
末
年
始

の
休
暇
取
得
促
進
や
自
己
体
調

管
理
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

【
福
田
】
定
期
的
な
換
気
と
い

う
こ
と
だ
が
、
庁
舎
は
窓
が
開

い
て
い
る
所
と
そ
う
で
な
い
所

が
あ
る
が
基
準
は
あ
る
の
か
、

ま
た
入
口
で
の
検
温
は
。

【
総
務
課
長
】
現
在
は
望
ま
し

い
よ
う
な
30
分
に
１
回
と
い
う

換
気
の
指
示
は
で
き
て
い
な

い
。
庁
舎
入
口
で
の
検
温
は
県

か
ら
の
外
出
自
粛
要
請
な
ど
が

出
て
く
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ

た
場
合
に
役
場
と
し
て
対
応
基

準
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
換
気
は
ク
ラ
ス
タ
ー

予
防
に
重
要
で
あ
る
の
で
し
っ

か
り
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
発

熱
者
を
ト
リ
ア
ー
ジ
※
す
る
こ

と
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
町
民

向
け
の
感
染
予
防
策
の
啓
蒙

は
、
マ
ス
ク
の
装
着
の
向
き
や

鼻
か
ら
あ
ご
ま
で
を
覆
う
こ

と
、
手
の
消
毒
で
は
ア
ル
コ
ー

ル
製
剤
を
15
秒
乾
か
な
い
く
ら

い
の
十
分
な
量
を
使
う
こ
と
、

お
店
を
出
る
と
き
に
も
手
の
消

毒
を
す
る
こ
と
な
ど
、
よ
り
具

体
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
う

が
実
現
性
は
。

【
健
康
増
進
課
長
】
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
に
個
別
対
応
の
健
康

教
室
等
で
伝
え
て
い
こ
う
と
思

う
。
抜
粋
に
な
る
と
は
思
う
が

広
報
で
も
周
知
す
る
。

※
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は

　

現
場
で
振
り
分
け
る
こ
と
。

【
福
田
】
令
和
２
年
10
月
か
ら

公
共
交
通
実
証
実
験
が
始
ま
っ

て
い
る
が
町
の
負
担
す
る
費
用

に
つ
い
て
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
観
光
と

夜
間
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
、
被
災
地

巡
回
バ
ス
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
は
２
千
万
円
が
ト
ヨ
タ
モ
ビ

リ
テ
ィ
基
金
か
ら
の
助
成
で
町

負
担
は
約
３
０
０
万
円
、
町
民

も
期
待
で
き
る
。
ま
た
観
光
Ａ

Ｉ
タ
ク
シ
ー
と
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
は
、
水
郡
線
に
よ
り
当
町

に
訪
れ
た
観
光
客
の
二
次
交
通

と
な
り
、
観
光
業
の
活
性
化
と

水
郡
線
の
利
用
促
進
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

【
福
田
】
高
齢
化
や
住
民
減
少

の
状
況
下
の
新
し
い
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、
既
存

の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
業
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
利
便
性
や
効
率

性
が
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
る
の
で
し
っ
か
り
と
し
た

実
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
県
の
公

共
交
通
空
白
地
解
消
事
業
費
補

助
金
を
活
用
し
町
の
負
担
は
約

４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
福
田
】
当
町
に
お
い
て
広
報

戦
略
が
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

観
光
客
へ
の
周
知
に
関
し
て
は

観
光
商
工
課
、
高
齢
者
に
は
福

祉
課
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
す
る
な
ど
横
の
連
携
も
重

要
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え

は
。

【
町
長
】
観
光
地
に
案
内
が
な

い
と
分
か
ら
な
い
、
ど
こ
を
動

い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
声
が
あ
る
。
実
証
実
験
デ

ー
タ
を
し
っ
か
り
取
っ
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
移
っ
て
い

き
た
い
。

【
福
田
】
特
に
夜
間
Ａ

Ｉ
タ
ク
シ
ー
は
飲
食
店

支
援
の
一
面
も
あ
る
。

将
来
の
町
民
の
移
動

手
段
と
し
て
町
の
考
え

は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

交
通
手
段
の
選
択
肢
が

広
が
り
移
動
し
や
す
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
商

店
、
飲
食
店
の
活
性
化
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よ
り
具
体
的
な
感
染
対
策
方
法
の
啓
蒙
を

様
々
な
媒
体
を
利
用
し
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く

福田祥江 議員

答 問

公
共
交
通
実
証
実

験
に
つ
い
て

一般質問

観光客の交通手段となるカーシェアリング



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

れ
る
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】国
土
交
通
省
、茨
城
県
、

関
係
機
関
に
お
い
て
、
大
子
町

の
水
害
に
対
し
て
河
川
を
ど
う

す
る
か
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

い
る
。
住
民
の
安
全
性
が
担
保

さ
れ
た
上
で
町
な
か
の
活
性
化

を
ど
う
す
る
の
か
、
少
し
時
間

を
頂
い
て
、
皆
さ
ん
に
提
案
し

て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
袋
田
の
滝
観
瀑
施
設

周
辺
で
町
独
自
施
策
の
発
信
や

案
内
所
設
置
の
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
情
報

以
外
の
発
信
は
可
能
で
あ
る
。

案
内
所
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

【
藤
田
】
旧
料
金
所
施
設
の
改

修
活
用
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
見
て
判
断
し
た
い
。

【
藤
田
】
新
た
な
町
内
観
光
周

遊
ル
ー
ト
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
も
に
連
携
し
て
次
年
度
に

向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
。

【
藤
田
】
洪
水
に
関
す
る
避
難

勧
告
等
発
令
基
準
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
水
位
河
川
観
測

所
区
間
に
含
ま
れ
る
大
字
を
単

位
と
し
て
、
水
防
法
に
基
づ
き

洪
水
想
定
区
域
を
対
象
に
避
難

勧
告
等
を
発
令
し
て
い
る
。
そ

の
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
気
象

台
サ
イ
ト
に
お
い
て
の
情
報
収

集
等
で
対
応
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
福
島
県
や
栃
木
県
か

ら
洪
水
時
の
河
川
水
位
情
報
提

供
は
さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
白
河
地
方
広
域

市
町
村
圏
消
防
本
部
消
防
庁
に

対
し
て
久
慈
川
増
水
情
報
の
提

供
を
依
頼
し
て
い
る
。
八
溝
山

周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
の

中
で
も
情
報
共
有
を
し
て
い
き

た
い
。

【
藤
田
】
大
子
町
地
域
防
災
計

画
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
防
災
会
議
は
、

書
面
会
議
を
行
い
表
決
頂
い

た
。
今
後
も
改
正
作
業
を
継
続

し
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
り
お
知
ら
せ
し
た
い
。

【
藤
田
】
自
主
防
災
組
織
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
配
布
事
業
が
あ
る
。

各
自
主
防
災
会
に
ど
の
よ
う
な

活
動
を
求
め
て
い
く
の
か
。

【
総
務
課
長
】
活
動
の
内
容
も

地
域
格
差
が
あ
る
の
で
、
自
主

防
災
会
の
役
割
、
災
害
時
の
活

動
、
平
常
時
の
活
動
、
地
域
内

の
危
険
地
帯
の
把
握
、
さ
ら
に

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支

援
、
安
否
確
認
、
避
難
所
の
運

営
、
炊
き
出
し
の
実
施
な
ど
即

【
藤
田
】
他
市
町
と
袋
田
観
瀑

施
設
と
の
共
通
チ
ケ
ッ
ト
販
売

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
販
売
価
格

の
設
定
、
代
金
の
管
理
、
配
分
、

送
金
問
題
等
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

【
藤
田
】
恋
人
の
聖
地
に
ふ
さ

わ
し
い
周
辺
整
備
を
。

【
町
長
】
行
政
単
位
だ
け
で
は

非
常
に
難
し
い
も
の
を
感
じ
て

い
る
。

【
藤
田
】
水
辺
と
親
し
む
場
所

や
足
湯
・
や
な
場
設
置
等
を
含

め
た
湯
の
里
公
園
周
辺
の
整
備

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
久
慈
川
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

基
づ
く
計
画
や
大
子
ま
ち
な
か

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
等
の
検

討
を
踏
ま
え
て
活
用
方
法
を
見

出
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
観
光
の
振
興
に
つ
い

て
の
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
袋
田
観
瀑
施
設
第
二

デ
ッ
キ
改
修
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
環
境
整
備
、
吊
り
橋
改
修
、

奥
久
慈
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
開
設
等
に
努
め
て
き
た
。
目

標
と
し
て
官
民
連
携
や
民
間
の

誘
致
等
の
展
望
は
持
っ
て
い
る
。

応
性
を
活
か
し
た
活
動
を
期
待

す
る
。

【
藤
田
】
大
子
ま
ち
な
か
ビ
ジ

ョ
ン
推
進
協
議
会
で
は
、
庁
舎

跡
地
利
活
用
と
し
て
、
防
災
拠

点
化
、
敷
地
の
か
さ
上
げ
、
排

水
処
理
施
設
等
の
整
備
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
か
さ
上
げ
だ
と

さ
ら
に
水
が
町
内
へ
と
考
え
ら
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庁
舎
跡
地
の
利
活
用
の
考
え
は

少
し
時
間
を
い
た
だ
い
て
提
案
す
る

藤田　稔 議員

答 問

一般質問

町内の活性化に結びつく整備を（役場庁舎と湯の里公園）

町
の
観
光
資
源
を

活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
野
内
】
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、貧
困
と
か
介
護
孤

立
な
ど
に
対
応
す
る
市
区
町
村

の
行
政
相
談
支
援
体
制
を
強
化

す
る
社
会
福
祉
法
な
ど
の
一
括

改
正
法
が
、今
年
の
６
月
に
開

か
れ
た
通
常
国
会
で
成
立
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
福
祉
制
度
は
高
齢
、

障
が
い
、子
ど
も
な
ど
属
性
、対

象
者
別
に
整
備
さ
れ
た
が
、現

在
は
人
口
減
少
な
ど
社
会
構
造

の
変
化
に
加
え
個
人
の
価
値
観

の
変
化
、こ
れ
ま
で
の
血
縁
、地

縁
の
希
薄
化
に
よ
り
、制
度
・

分
野
を
超
え
た
複
合
的
な
課
題

を
抱
え
た
人
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
、

大
子
町
の
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
方
へ
の
相
談
支
援
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
大
子
町
に
お
い

て
は
、
昨
年
９
月
に
大
子
町
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
実
施
要
綱
を
定
め

て
、
関
係
機
関
、
地
域
住
民
が

連
携
し
て
、
町
内
に
在
住
す
る

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も

及
び
生
活
困
窮
者
な
ど
の
要
支

援
者
が
地
域
社
会
か
ら
孤
立
す

る
こ
と
を
防
止
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
。

【
野
内
】
大
子
町
の

場
合
は
、
複
合
的
な

相
談
へ
の
支
援
体
制

は
す
で
に
構
築
さ
れ

て
い
る
の
で
、あ
ら

た
め
て「
断
ら
な
い

相
談
窓
口
」を
設
置

す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
い
い
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
大
子
町
に
お
い

て
は
、既
存
の
相
談
支
援
体
制

及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
あ
る
。

よ
っ
て
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
サ
ー
ビ
ス
は
充
足
し
て

い
る
の
で
、設
置
予
定
は
な
い
。

【
野
内
】「
参
加
支
援
」「
地
域

づ
く
り
支
援
」「
伴
走
支
援
」「
訪

問
型
支
援
」
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
課
長
】
参
加
支
援
ほ
か

３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

す
で
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

い
る
。
こ
の
よ
う
な
病
状
を
そ

の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
い
る
と
、

認
知
症
を
発
症
す
る
確
率
が
た

い
へ
ん
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
人
は
、
通
常
の
状
態
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
同
僚

や
家
族
に
さ
え
も
隠
し
て
し
ま

う
方
が
た
い
へ
ん
多
い
。
特
に

就
業
し
て
い
る
人
は
、
軽
度
で

あ
れ
認
知
症
の
状
態
が
知
れ
る

と
、
就
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
う
こ
と
を
心
配
す
る
。
早
期

の
治
療
は
、
認
知
症
の
発
生
を

止
め
る
こ
と
が
可
能
だ
と
聞
く
。

役
場
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
か

ら
、
軽
度
の
認
知
症
に
つ
い
て

の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
改
善
策
を
と
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
職
場
で
そ
う
い

っ
た
状
況
を
ど
の
よ
う
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

は
、
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と

思
う
。
体
調
が
悪
い
と
か
、
欠

勤
が
続
く
と
い
っ
た
体
調
の
変

化
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
人

へ
の
状
況
の
聞
き
取
り
確
認
や

所
属
長
へ
の
仕
事
上
の
事
務
分

担
な
ど
を
含
め
た
、
対
応
を
考

慮
す
る
。

ム
で
対
応
で
き
る
の
で
、
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

今
実
施
し
て
い
る
形
を
進
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
野
内
】
町
長
と
し
て
今
の
課

長
答
弁
で
、
安
心
し
た
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
が
、
足
り
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
か
。

【
町
長
】
今
後
も
安
定
的
に
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
さ

ら
に
充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、

充
分
な
人
員
の
配
置
が
必
要
で

は
あ
る
が
、
そ
の
数
に
は
限
界

値
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
メ
ン
バ

ー
で
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
そ

の
も
の
が
低
下
し
な
い
よ
う
努

め
て
い
く
べ
き
も
の
と
思
う
。

【
野
内
】
認
知
機
能
の
低
下
が

み
ら
れ
る
が
、
日
常
生
活
に
困

難
を
き
た
す
程
度
で
は
な
く
、

さ
ら
に
う
つ
病
や
そ
の
他
の
精

神
疾
患
で
な
い
も
の
が
、
軽
度

認
知
症（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）と
い
わ
れ
て
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役
場
職
員
に
対
す

る
軽
度
認
知
症
障

害
の
対
策
は

相
談
支
援
体
制
の
今
後
の
改
善
点
は

サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
低
下
を
防
ぐ

大子町の「断らない相談窓口」は
地域包括支援センターで実施済

野内健一 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

力
の
低
下
が
顕
在
化
し
て
い
る

こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
し
か

し
、
す
べ
て
を
行
政
で
カ
バ
ー

す
る
の
は
限
界
が
あ
る
。
近
い

将
来
に
は
、
ば
ら
つ
き
の
あ
る

地
域
の
エ
リ
ア
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
る
。

【
菊
池
】
地
域
づ
く
り
は
、
み

ん
な
で
協
力
し
合
う
と
い
う
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
本
当
に
困

っ
て
い
る
地
域
を
地
域
の
枠
を

超
え
て
手
助
け
す
る
組
織
づ
く

り
を
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
進
む
方
向
の
考
え
は

同
じ
な
の
で
、
地
域
に
あ
る

様
々
な
課
題
を
一
度
整
理
し

て
、
素
案
づ
く
り
に
関
し
て
は

努
力
課
題
に
し
て
い
き
た
い
。

【
菊
池
】
行
政
区
長
の
成
り
手

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
業
務

に
対
す
る
報
酬
の
低
さ
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
報
酬
を
上
げ

れ
ば
全
て
解
決
す
る
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
改
定
に
つ
い
て

考
え
は
。

【
総
務
課
長
】
県
内
で
区
長
制

を
採
用
し
て
い
る
市
町
村
の
平

【
菊
池
】
観
光
や
な
の
建
物
を

解
体
す
る
と
い
う
最
終
決
断
を

す
る
前
に
、
や
な
の
活
用
も
含

め
て
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た

の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
組
合
解
散

後
の
や
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
で
引
き
継
い
で
い
き
た
い

が
、
久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い

る
の
で
活
用
を
検
討
す
る
の

は
、
治
水
対
策
計
画
策
定
後
に

な
る
。

【
菊
池
】
被
災
し
た
と
は
い
え
、

し
っ
か
り
し
て
い
る
建
物
を

解
体
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
。
解
体
に
要
す
る
費
用
の
半

分
位
を
改
修
費
用
の
補
助
金
と

し
て
、
経
営
を
民
間
公
募
す
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。

【
町
長
】
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
有
効
だ
と
思
う
が
、
ま
た
、

経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

均
額
で
み
る
と
、
大
子
町
は
高

い
状
況
な
の
で
、
報
酬
の
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
が
、
行
政

か
ら
区
長
へ
の
依
頼
業
務
や
充

て
職
と
し
て
お
願
い
し
て
い
る

職
な
ど
に
つ
い
て
実
態
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
業
務
の
見
直
し

を
行
い
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

む
考
え
で
い
る
。

【
菊
池
】
山
間
部
で
は
、
家
の

周
り
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
て

庭
を
荒
ら
す
被
害
も
出
て
き
て

い
る
。
今
後
は
人
的
被
害
が
起

こ
る
可
能
性
も
あ
る
。
農
作
物

対
策
に
は
補
助
制
度
が
あ
る

が
、
家
の
周
囲
に
も
防
護
柵
を

設
置
す
る
こ
と
に
対
し
、
町
独

自
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

【
農
林
課
長
】
今
年
に
な
っ
て
、

通
学
路
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す

る
と
い
う
相
談
が
あ
り
、
危
険

防
止
策
と
い
う
こ
と
で
防
護
柵

を
設
置
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
関

係
機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
設

置
を
進
め
て
い
き
た
い
。

今
費
用
を
投
じ
て
建
物
を
解
体

し
て
、
一
回
ゼ
ロ
に
戻
し
た
う

え
で
、
ア
ユ
の
事
業
は
継
続
し

て
い
く
。

【
菊
池
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
地
域
の
共
同
作
業
な
ど
、
住

民
協
働
の
事
業
は
沢
山
行
わ
れ

て
い
る
が
、
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
は
団
塊
の
世
代
と
言
わ
れ

る
人
た
ち
で
あ
る
。
歳
を
重
ね

る
ご
と
に
こ
の
人
た
ち
の
活
動

に
も
限
界
が
出
て
く
る
が
、
こ

の
よ
う
な
将
来
を
見
据
え
て
考

え
て
い
る
こ
と
は
。

【
町
長
】
高
齢
化
や
住
民
の
価

値
観
さ
ら
に
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
よ
っ
て
、
地
域
に

お
け
る
つ
な
が
り
が
希
薄
化

し
、
支
え
合
い
を
含
め
た
地
域
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や
な
場
解
体
、決
断
前
に
検
討
し
た
こ
と
は

治
水
対
策
計
画
策
定
後
に
な
る

菊池靖一 議員

答 問

住
民
協
働
の
地
域

づ
く
り
と
区
長
報

酬
の
改
定
は

民
家
に
近
づ
く

イ
ノ
シ
シ
対
策
へ

の
補
助
は

一般質問

長い歴史を閉じる観光やな場



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
一
つ
に
、
高
齢
者
の
健
康

増
進
と
移
動
手
段
の
確
保
が
あ

る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
ま
い
ん
や

各
地
区
に
お
い
て
、
７
月
か
ら

23
回
の
健
康
教
室
を
開
催
。
ま

た
、
サ
バ
の
缶
詰
を
高
齢
者
に

配
布
し
た
。
そ
の
他
、
介
護
予

防
出
前
講
座
、
体
操
教
室
等
を

実
施
し
、
健
康
増
進
を
図
っ
て

い
る
。

【
菊
池
】
移
動
手
段
の
確
保
に

対
す
る
施
策
は
。

【
福
祉
課
長
】
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
、
町
民
無
料
バ
ス
運

行
事
業
、
町
内
医
療
機
関
が
利

用
者
の
送
迎
を
行
う
障
が
い
者

等
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス
事
業
補

助
を
実
施
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
は
、
年
間
数
千
万
円
を

補
助
し
て
い
る
が
、
病
院
等
の

対
応
に
差
は
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】
障
が
い
者
、
高

齢
者
を
対
象
に
５
病
院
が
実
施

し
、
延
べ
１
万
人
以
上
が
利
用

し
て
い
る
。

【
菊
池
】
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
の
実

証
実
験
を
し
て
い
る
が
、
他
の

市
町
村
の
状
況
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
県
内
で

何
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
。

【
菊
池
】
全
国
で
は
、
実
証
実

験
後
、
導
入
し
た
市
町
村
も
あ

る
が
、
導
入
ど
こ
ろ
か
中
止
に

し
た
市
町
村
も
あ
る
。
導
入
経

費
や
維
持
費
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
維
持
費

は
、
年
間
約
１
８
０
０
万
円
。

【
菊
池
】
広
大
な
面
積
の
大
子

町
で
は
停
留
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
基
地

局
が
多
数
必
要
に
な
る
。ま
た
、

停
留
所
か
ら
離
れ
て
い
る
利
用

者
は
、
自
宅
に
着
く
ま
で
の
不

安
や
相
乗
り
に
よ
る
遠
回
り
の

不
安
等
、
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
申
込
を
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

え
る
と
導
入
に
は
賛
成
で
き
な

い
。
次
に
、
八
溝
山
の
眺
望
の

改
善
に
つ
い
て
伺
う
。
何
年
も

前
か
ら
何
人
も
の
議
員
が
質
問

し
て
い
る
が
、
林
野
庁
や
自
然

保
護
団
体
と
の
交
渉
は
実
施
し

た
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
今
年
度
の

交
渉
は
実
施
し
て
い
な
い
。
町

は
地
権
者
で
も
樹
木
の
所
有
者

で
も
な
い
の
で
許
可
な
く
事
業

ん
を
苦
し
め
た
り
お
と
し
い
れ

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
相
手

に
寄
り
添
い
、
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
る
の
が
公
務
員
で

あ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】
役
場
の
職
員
を
指
導

す
る
責
任
者
で
あ
る
の
で
、
今

後
も
全
て
の
職
員
に
対
し
て
指

導
し
て
い
く
。

そ
の
他

農
地
政
策
の
内
容
と
現
状
は
。

林
業
の
支
援
策
は
。

を
で
き
な
い
。

【
町
長
】
段
階
を
踏
ん
で
努
力

を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

【
菊
池
】
職
員
の
資
質
向
上
や

接
遇
に
関
し
て
、
研
修
や
研
鑽

は
実
施
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
職
員
の
民
間
企
業

等
派
遣
研
修
は
、
実
施
で
き
な

か
っ
た
が
、
自
治
研
修
所
へ
の

派
遣
は
実
施
し
た
。

【
菊
池
】
休
職
し
て
い
る
職
員

や
辞
職
し
た
職
員
が
増
え
て
い

る
。
職
場
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
調

査
し
た
こ
と
は
な

い
。

【
菊
池
】
部
下
に

対
す
る
威
圧
的
な

態
度
だ
け
で
な

く
、
町
内
の
業
者

の
中
に
は
廃
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た

り
、
営
業
妨
害
に

も
似
た
行
為
を
さ

れ
た
り
、
改
築
ま

で
さ
せ
ら
れ
た
方

が
い
る
。
指
導
で

き
る
立
場
と
は
い

え
、
町
民
の
皆
さ
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町
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は

全
て
の
職
員
に
対
し
、
指
導
す
る

高齢者のための健康教室

菊池富也 議員

答 問

一般質問
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楽
し
か
っ
た
中
学
生
活
も

残
り
三
ケ
月
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
共
に
過
ご
し
た

仲
間
た
ち
と
離
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す

が
、
今
の
私
は
春
か
ら
の
高

校
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。
私
は
将
来
、
も

の
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
小
学
校
の
頃
か
ら
も
の

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わ
た
し
の
夢

づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
夢

に
向
け
て
努
力
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ

れ
、
来
年
は
工
業
専
門
の
高

校
に
入
学
し
ま
す
。
高
校
で

は
学
業
に
専
念
し
、
専
門
的

な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

る
決
意
で
す
。

　
自
分
の
携
わ
っ
た
製
品
で

人
々
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
自
分
の
専

門
的
な
知
識
を
生
か

し
、
社
会
の
即
戦
力

と
な
り
働
け
る
よ
う

な
も
の
づ
く
り
の
プ

ロ
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

大子西中学校３年
飯
いいおか

岡　兼
かねと

人さん

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
の
収
束
が
見
え

な
い
中
、
第
３
波
の
感
染
爆
発

を
受
け
、
令
和
３
年
１
月
７
日

２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
、

１
都
３
県
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
全
体
で
感
染
拡
大
防
止

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
状

況
で
す
。
大
子
町
も
感
染
拡
大

の
防
止
を
最
優
先
し
、
町
政
を

執
り
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
ず
感
染
拡
大
の
防
止
に

町
執
行
部
と
力
を
合
わ
せ
、
町

民
の
安
心
安
全
を
守
る
こ
と
に

全
力
を
そ
そ
ぐ
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
を
見
据
え
た
、
議
会
の
役

割
も
重
要
で
す
。
町
民
の
期
待

と
信
頼
に
こ
た
え
ら
れ
る
議
会

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
川
井
正
人
）

あ
と
が
き

委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

副
委
員
長　

福　

田　

祥　

江

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

委　
　

員　

金　

澤　

眞　

人

３
月
定
例
会

　
　
　
　
開
催
予
定

大
子
町
議
会

　
　
　
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

▽
３
日
（
水
）　

開　
　

会

▽
４
日
（
木
）
～
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
８
日
（
月
）　

一
般
質
問

▽
９
日
（
火
）　

一
般
質
問

▽
10
日
（
水
）　

一
般
質
問

▽
11
日
（
木
）
～
12
日
（
金
）

　
　
　

予
算
・
決
算
委
員
会

▽
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
15
日
（
月
）　

逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般

質
問
の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い

ご
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
放
送
の
ほ
か
録
音

放
送
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
聴
き
く
だ
さ

い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ

Ｍ
放
送
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。


